
 
 
 

～ パ ウ ロ の 宣 教 ～ 
 

[司]は司会者、[全]は全員、[男]は男性、[女]は女性が読んで下さい。 
 
＜パウロの回心 使 9:1-20＞ 
[司]さて、サウロはなおも主の弟子たちを脅迫し、殺そう
と意気込んで、大祭司のところへ行き、ダマスコの諸会堂
あての手紙を求めた。それは、この道に従う者を見つけ出
したら、男女を問わず縛り上げ、エルサレムに連行するた
めであった。ところが、サウロが旅をしてダマスコに近づ
いたとき、突然、天からの光が彼の周りを照らした。サウ
ロは地に倒れ、「サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害す
るのか」と呼びかける声を聞いた。「主よ、あなたはどな
たですか」と言うと、答えがあった。「わたしは、あなた
が迫害しているイエスである。起きて町に入れ。そうすれ
ば、あなたのなすべきことが知らされる。」人々は彼の手
を引いてダマスコに連れて行った。サウロは三日間、目が
見えず、食べも飲みもしなかった。 
アナニアは出かけて行ってユダの家に入り、サウロの上

に手を置いて言った。「兄弟サウル、あなたがここへ来る
途中に現れてくださった主イエスは、あなたが元どおり目
が見えるようになり、また、聖霊で満たされるようにと、
わたしをお遣わしになったのです。」すると、たちまち目
からうろこのようなものが落ち、サウロは元どおり見える
ようになった。サウロは数日の間、ダマスコの弟子たちと
一緒にいて、すぐあちこちの会堂で、「この人こそ神の子
である」と、イエスのことを宣べ伝えた。 
 
♪「主にハレルヤ」 白 97 

 
＜宣教旅行へ 使 13:1-3＞ 
[全]アンティオキアでは、そこの教会にバルナバ、ニゲル
と呼ばれるシメオン、キレネ人のルキオ、領主ヘロデと一
緒に育ったマナエン、サウロなど、預言する者や教師たち
がいた。彼らが主を礼拝し、断食していると、聖霊が告げ
た。「さあ、バルナバとサウロをわたしのために選び出し
なさい。わたしが前もって二人に決めておいた仕事に当た
らせるために。」そこで、彼らは断食して祈り、二人の上
に手を置いて出発させた。  
 
♪「行きて告げよあまねく」 新聖 437 

 
＜異邦人に広まる福音 使  13:42-52＞ 
[男]パウロとバルナバが会堂を出るとき、人々は次の安息
日にも同じことを話してくれるようにと頼んだ。集会が終
わってからも、多くのユダヤ人と神をあがめる改宗者とが
ついて来たので、二人は彼らと語り合い、神の恵みの下に
生き続けるように勧めた。次の安息日になると、ほとんど
町中の人が主の言葉を聞こうとして集まって来た。しかし、
ユダヤ人はこの群衆を見てひどくねたみ、口汚くののしっ
て、パウロの話すことに反対した。 
[女]そこで、パウロとバルナバは勇敢に語った。「神の言葉
は、まずあなたがたに語られるはずでした。だがあなたが
たはそれを拒み、自分自身を永遠の命を得るに値しない者
にしている。見なさい、わたしたちは異邦人の方に行く。
主はわたしたちにこう命じておられるからです。『わたし
は、あなたを異邦人の光と定めた、／あなたが、地の果て
にまでも／救いをもたらすために。』」異邦人たちはこれを
聞いて喜び、主の言葉を賛美した。そして、永遠の命を得
るように定められている人は皆、信仰に入った。こうして、
主の言葉はその地方全体に広まった。 
 

♪「あなたこそ私の主」 青 10 
 
＜マケドニアへ 使 16:6-10＞ 
[司]さて、彼らはアジア州で御言葉を語ることを聖霊から
禁じられたので、フリギア・ガラテヤ地方を通って行った。
ミシア地方の近くまで行き、ビティニア州に入ろうとした
が、イエスの霊がそれを許さなかった。それで、ミシア地
方を通ってトロアスに下った。 
[全]その夜、パウロは幻を見た。その中で一人のマケドニ
ア人が立って、「マケドニア州に渡って来て、わたしたち
を助けてください」と言ってパウロに願った。パウロがこ
の幻を見たとき、わたしたちはすぐにマケドニアへ向けて
出発することにした。マケドニア人に福音を告げ知らせる
ために、神がわたしたちを召されているのだと、確信する
に至ったからである。  
 
♪「主よみちびきの手を」 旧聖 501 

 
＜フィリピで投獄される 使 16:16-33＞ 
[女]ところが、この女の主人たちは、金もうけの望みがな
くなってしまったことを知り、パウロとシラスを捕らえ、
役人に引き渡すために広場へ引き立てて行った。そして、
二人を高官たちに引き渡してこう言った。「この者たちは
ユダヤ人で、わたしたちの町を混乱させております。ロー
マ帝国の市民であるわたしたちが受け入れることも、実行
することも許されない風習を宣伝しております。」群衆も
一緒になって二人を責め立てたので、高官たちは二人の衣
服をはぎ取り、「鞭で打て」と命じた。そして、何度も鞭
で打ってから二人を牢に投げ込み、看守に厳重に見張るよ
うに命じた。この命令を受けた看守は、二人をいちばん奥
の牢に入れて、足には木の足枷をはめておいた。 
[男]真夜中ごろ、パウロとシラスが賛美の歌をうたって神
に祈っていると、ほかの囚人たちはこれに聞き入っていた。
突然、大地震が起こり、牢の土台が揺れ動いた。たちまち
牢の戸がみな開き、すべての囚人の鎖も外れてしまった。
目を覚ました看守は、牢の戸が開いているのを見て、囚人
たちが逃げてしまったと思い込み、剣を抜いて自殺しよう
とした。パウロは大声で叫んだ。「自害してはいけない。
わたしたちは皆ここにいる。」看守は、明かりを持って来
させて牢の中に飛び込み、パウロとシラスの前に震えなが
らひれ伏し、二人を外へ連れ出して言った。「先生方、救
われるためにはどうすべきでしょうか。」二人は言った。
「主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたも家族も救
われます。」そして、看守とその家の人たち全部に主の言
葉を語った。まだ真夜中であったが、看守は二人を連れて
行って打ち傷を洗ってやり、自分も家族の者も皆すぐに洗
礼を受けた。  
 
♪「我らの主に向かって」 赤 81 

 
＜アテネでの説教 使 17:21-34＞ 
[全]パウロは、アレオパゴスの真ん中に立って言った。「ア
テネの皆さん、あらゆる点においてあなたがたが信仰のあ
つい方であることを、わたしは認めます。道を歩きながら、
あなたがたが拝むいろいろなものを見ていると、『知られ
ざる神に』と刻まれている祭壇さえ見つけたからです。そ
れで、あなたがたが知らずに拝んでいるもの、それをわた
しはお知らせしましょう。世界とその中の万物とを造られ
た神が、その方です。この神は天地の主ですから、手で造
った神殿などにはお住みになりません。また、何か足りな
いことでもあるかのように、人の手によって仕えてもらう
必要もありません。すべての人に命と息と、その他すべて
のものを与えてくださるのは、この神だからです。」 
 
♪「あなただけがわれらの神」 赤 112 



＜パウロの同労者 使 18:1-11＞ 
[司]その後、パウロはアテネを去ってコリントへ行った。
ここで、ポントス州出身のアキラというユダヤ人とその妻
プリスキラに出会った。クラウディウス帝が全ユダヤ人を
ローマから退去させるようにと命令したので、最近イタリ
アから来たのである。パウロはこの二人を訪ね、職業が同
じであったので、彼らの家に住み込んで、一緒に仕事をし
た。その職業はテント造りであった。パウロは安息日ごと
に会堂で論じ、ユダヤ人やギリシア人の説得に努めていた。
シラスとテモテがマケドニア州からやって来ると、パウロ
は御言葉を語ることに専念し、ユダヤ人に対してメシアは
イエスであると力強く証しした。 
[全]ある夜のこと、主は幻の中でパウロにこう言われた。
「恐れるな。語り続けよ。黙っているな。わたしがあなた
と共にいる。だから、あなたを襲って危害を加える者はな
い。この町には、わたしの民が大勢いるからだ。」パウロ
は一年六か月の間ここにとどまって、人々に神の言葉を教
えた。  
 
♪「ファミリー」  

 
＜エフェソの長老たちへ 使 20:17-38＞ 
[男]パウロはミレトスからエフェソに人をやって、教会の
長老たちを呼び寄せた。長老たちが集まって来たとき、パ
ウロはこう話した。「アジア州に来た最初の日以来、わた
しがあなたがたと共にどのように過ごしてきたかは、よく
ご存じです。すなわち、自分を全く取るに足りない者と思
い、涙を流しながら、また、ユダヤ人の数々の陰謀によっ
てこの身にふりかかってきた試練に遭いながらも、主にお
仕えしてきました。役に立つことは一つ残らず、公衆の面
前でも方々の家でも、あなたがたに伝え、また教えてきま
した。神に対する悔い改めと、わたしたちの主イエスに対
する信仰とを、ユダヤ人にもギリシア人にも力強く証しし
てきたのです。 
[女]そして今、わたしは、"霊"に促されてエルサレムに行
きます。そこでどんなことがこの身に起こるか、何も分か
りません。ただ、投獄と苦難とがわたしを待ち受けている
ということだけは、聖霊がどこの町でもはっきり告げてく
ださっています。しかし、自分の決められた道を走りとお
し、また、主イエスからいただいた、神の恵みの福音を力
強く証しするという任務を果たすことができさえすれば、
この命すら決して惜しいとは思いません。」  
 
♪「主の愛のながうちに」 旧聖 578 

 
＜エルサレムで捕らえられる 使 21:27-40＞ 
[司]七日の期間が終わろうとしていたとき、アジア州から
来たユダヤ人たちが神殿の境内でパウロを見つけ、全群衆
を扇動して彼を捕らえ、こう叫んだ。「イスラエルの人た
ち、手伝ってくれ。この男は、民と律法とこの場所を無視
することを、至るところでだれにでも教えている。その上、
ギリシア人を境内に連れ込んで、この聖なる場所を汚して
しまった。」それで、都全体は大騒ぎになり、民衆は駆け
寄って来て、パウロを捕らえ、境内から引きずり出した。
そして、門はどれもすぐに閉ざされた。彼らがパウロを殺
そうとしていたとき、エルサレム中が混乱状態に陥ってい
るという報告が、守備大隊の千人隊長のもとに届いた。千
人隊長は直ちに兵士と百人隊長を率いて、その場に駆けつ
けた。群衆は千人隊長と兵士を見ると、パウロを殴るのを
やめた。千人隊長は近寄ってパウロを捕らえ、二本の鎖で
縛るように命じた。  
 
＜ローマ皇帝に上訴する 使 25:1-12＞ 
[女]フェストゥスは、カイサリアへ下り、翌日、裁判の席
に着いて、パウロを引き出すように命令した。パウロが出

廷すると、エルサレムから下って来たユダヤ人たちが彼を
取り囲んで、重い罪状をあれこれ言い立てたが、それを立
証することはできなかった。パウロは、「私は、ユダヤ人
の律法に対しても、神殿に対しても、皇帝に対しても何も
罪を犯したことはありません」と弁明した。しかし、フェ
ストゥスはユダヤ人に気に入られようとして、パウロに言
った。「お前は、エルサレムに上って、そこでこれらのこ
とについて、わたしの前で裁判を受けたいと思うか。」 
[男]パウロは言った。「私は、皇帝の法廷に出頭しているの
ですから、ここで裁判を受けるのが当然です。よくご存じ
のとおり、私はユダヤ人に対して何も悪いことをしていま
せん。もし、悪いことをし、何か死罪に当たることをした
のであれば、決して死を免れようとは思いません。しかし、
この人たちの訴えが事実無根なら、だれも私を彼らに引き
渡すような取り計らいはできません。私は皇帝に上訴しま
す。」そこで、フェストゥスは陪審の人々と協議してから、
「皇帝に上訴したのだから、皇帝のもとに出頭するよう
に」と答えた。  
 
♪「生ける限り主を」 白 9 

 
＜ローマへ 使 27:1-44＞ 
[司]ときに、南風が静かに吹いて来たので、人々は望みど
おりに事が運ぶと考えて錨を上げ、クレタ島の岸に沿って
進んだ。しかし、間もなく「エウラキロン」と呼ばれる暴
風が、島の方から吹き降ろして来た。船はそれに巻き込ま
れ、風に逆らって進むことができなかったので、わたした
ちは流されるにまかせた。やがて、カウダという小島の陰
に来たので、やっとのことで小舟をしっかりと引き寄せる
ことができた。小舟を船に引き上げてから、船体には綱を
巻きつけ、シルティスの浅瀬に乗り上げるのを恐れて海錨
を降ろし、流されるにまかせた。しかし、ひどい暴風に悩
まされたので、翌日には人々は積み荷を海に捨て始め、三
日目には自分たちの手で船具を投げ捨ててしまった。幾日
もの間、太陽も星も見えず、暴風が激しく吹きすさぶので、
ついに助かる望みは全く消えうせようとしていた。人々は
長い間、食事をとっていなかった。 
[全]そのとき、パウロは彼らの中に立って言った。「皆さん、
わたしの言ったとおりに、クレタ島から船出していなけれ
ば、こんな危険や損失を避けられたにちがいありません。
しかし今、あなたがたに勧めます。元気を出しなさい。船
は失うが、皆さんのうちだれ一人として命を失う者はない
のです。わたしが仕え、礼拝している神からの天使が昨夜
わたしのそばに立って、こう言われました。『パウロ、恐
れるな。あなたは皇帝の前に出頭しなければならない。神
は、一緒に航海しているすべての者を、あなたに任せてく
ださったのだ。』ですから、皆さん、元気を出しなさい。
わたしは神を信じています。わたしに告げられたことは、
そのとおりになります。」 
 
♪「神はわが力」 新聖 297 

 
＜ローマで 使 28:17-31＞ 
[司]そこで、ユダヤ人たちは日を決めて、大勢でパウロの
宿舎にやって来た。パウロは、朝から晩まで説明を続けた。
神の国について力強く証しし、モーセの律法や預言者の書
を引用して、イエスについて説得しようとしたのである。
ある者はパウロの言うことを受け入れたが、他の者は信じ
ようとはしなかった。 
[全]パウロは、自費で借りた家に丸二年間住んで、訪問す
る者はだれかれとなく歓迎し、全く自由に何の妨げもなく、
神の国を宣べ伝え、主イエス・キリストについて教え続け
た。 
 
♪「シャイン、ジーザス、シャイン」 赤 154 


